
DTM環境設定

その１
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インストール Audio interface



Audio interface Routing(Default)



Select Empty

Start  Cubase LE AI Elements11



プロジェクト画面です



トラック追加 Audio1 と Instrument 

HALion Sonic SE を作成

Audio1 を作成



インストとオーディオのトラックが作成されました。



スタジオ設定 MIDI & Audioの設定



Sync Active

Sync 設定



Setting  MTC Sync

Select SERIES 102i MIDI

Select Sync MTC

トランスポート-> プロジェクト同期設定



Audio1に音階の演奏を録音します。



Audio1と同じ演奏をMTC Sync で追加録音します。 Audio2 – Audio10



ミキサー画面です。



使用音源

Roland XP-30  PATCH USER:033 Clean Tele
Recive CH 1



Music Server 演奏データ作成

Select user pi



演奏データ作成 画面選択

Mixを選択



作業ディレクトリ設定

ディレクトリー名、
ファイル名を入力し
ます。
ここでは、
Directory : dtm
File Name : dt1
とします。



楽曲のディレクトリ作成

コマンド
mkdir dtm を実行



楽曲用テンプレート作成

コマンド
Meg 8 dt1
8小節でdt1の楽曲用
テンプレートを作成します。



Conductor ファイルの編集

コンダクター・ファ
イルのリンク ‘C’ を
クリックしてファイ
ルをオープンします。



コンダクター・ファイル編集

コンダクター・ファイル
が開きます



コンダクター・ファイル編集

===Start Time===
Smpte flame type = 3
Smpte start time = 00:00:00/00.00
Smpte lag time = 00:00:02/00.00
MTC を有効、開始を2Sec遅らせる
Lag = 02 Sec

===Tempo===
{m.m. _/ = 90}

===Key & Time Signature===
{$4/4 C_Major}



演奏データ作成

4分音符のノート行を生成
します。

mebコマンドを実行
します。



コンダクター・ファイル

4分音符の小節行が生成
されています。



パート・ファイル編集

シンセ・パートをク
リックします。



パート・ファイル編集

4分音符の小節行を生成
します。

meb/015 を実行します。



パート・ファイル編集

4分音符の小節行が生成さ
れます。



演奏データ作成

演奏データとしてC-Majorの
音階を入力します。



演奏データ作成

Main 画面の
[Begin]ボタンを実
行します。



演奏データ作成

mse 画面のリンク
が表示されます。

リンクをクリック
します。



演奏データ作成



演奏データ作成

[min] ボタンを実行
します。



MIDI ポート、チャネルの設定

シンセパート 015 
のMIDI のPort、
Chanel 設定を変更
します。



演奏データ作成

ポート 1->2
チャネル 6->1
への変更

[meb] ボタンを実
行します。



演奏データ作成

パート・ファイル015 
ポート 2
チャネル 1
に変更されました。



演奏データ作成

mse 画面
[Begin]ボタ
ンを実行し
ます。



演奏データ作成

Allボタンを選
択し、
[mse/000]ボ
タンを実行し
ます。



演奏データ作成

Play画面のリ
ンクが表示さ
れます。

リンクをク
リックします。



演奏 Play

[Stop/Clear] ボタンを実行します。



演奏 Play

Play Enable のメッセージを確認しま
したら {Play] ボタンを実行します。



演奏 Play

演奏が始まります。
本体の表示で演奏が終了しましたら、
[Stop/Clear] ボタンを実行してくださ
い。



演奏 Play

再度演奏が可能です。



コンダクター・パート、シンセパートの一部表示





ありがとうございました。
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